
フ
ェ
ラ
ー
リ
や
新
幹
線
に
携
わ
る
工
業
デ
ザ
イ
ナ
ー 

奥
山
清
行
氏
が
代
表
を
務
め
る

Ｋ
Ｅ
Ｎ 

Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ 

Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｎ
と
特
別
コ
ラ
ボ
! !

〝
感
覚
的
な
良
さ
〞を
追
求

　

既
存
の
イ
ン
パ
ク
ト
ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
、

ど
ん
な
要
素
が
欠
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

リ
ョ
ー
ビ
が
導
き
出
し
た
答
え
は
〝
感
覚

的
な
良
さ
〞
だ
っ
た
。

「
究
極
」
を
意
味
す
る
モ
デ
ル
名
を
冠
し

た
「
Ｂ
Ｉ
Ｄ
-10
Ｘ
Ｒ
」
を
手
に
取
る
と
、

そ
の
曖
昧
で
抽
象
的
な
テ
ー
マ
を
見
事
な

ま
で
に
具
現
化
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

電
動
工
具
を
選
ぶ
際
に
使
い
手
が
重
視
す

る
の
は
操
作
性
だ
が
、Ｂ
Ｉ
Ｄ
-10
Ｘ
Ｒ
は

親
指
を
自
然
に
動
か
せ
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に

独
自
設
計
の
サ
イ
ド
ボ
タ
ン
を
配
置
。
グ

リ
ッ
プ
を
握
っ
た
瞬
間
に
、
ど
こ
を
ど
の

よ
う
に
操
作
す
れ
ば
い
い
の
か
直
感
的
に

分
か
る
設
計
と
な
っ
て
い
る
。

　

ネ
ジ
締
め
作
業
を
行
う
時
も
、
感
覚
的

な
良
さ
を
実
感
す
る
。
意
識
を
し
な
く
て

も
、
効
率
的
に
力
が
加
わ
る
方
向
に
ビ
ッ

ト
を
構
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
そ
れ

を
実
現
し
て
い
る
の
が
、
ビ
ッ
ト
を
中
心

に
し
た
シ
ン
メ
ト
リ
ー
な
形
状
だ
。
チ
ャ

ッ
ク
部
分
を
ビ
ッ
ト
か
ら
左
右
対
称
に
広

が
る
形
状
と
し
て
い
る
た
め
、
錯
覚
や
迷

い
が
生
じ
ず
、
握
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
力
を

加
え
る
方
向
が
視
覚
的
に
感
じ
ら
れ
る
と

い
う
わ
け
だ
。
感
触
で
分
か
る
工
夫
も
施

さ
れ
て
い
る
。
指
、
拇
指
球
筋
、
小
指
球

筋
な
ど
、
力
や
感
覚
が
伝
わ
り
や
す
い
部

分
に
柔
ら
か
い
素
材
を
配
置
し
て
い
る
た

め
、
最
適
で
効
率
的
な
握
り
方
に
無
理
な

く
ア
シ
ス
ト
さ
れ
る
の
だ
。

　

こ
う
し
た
適
材
適
所
に
配
置
さ
れ
た
柔

ら
か
な
素
材
は
、使
い
手
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
の
向
上
に
も
貢
献
す
る
。職
人
の
親
指
の

付
け
根
は
タ
コ
が
絶
え
な
い
ほ
ど
の
振
動

に
晒
さ
れ
る
た
め
、
Ｂ
Ｉ
Ｄ
-10
Ｘ
Ｒ
は
グ

リ
ッ
プ
部
に
ス
ー
パ
ー
ゲ
ル
シ
ー
ト
と
ソ

フ
ト
グ
リ
ッ
プ
を
採
用
。こ
の
二
層
構
造
で
、

手
に
か
か
る
負
担
を
軽
減
す
る
。手
を
ガ
ー

ド
し
て
く
れ
る
安
心
感
も
、握
っ
た
瞬
間
に

感
覚
的
な
良
さ
と
し
て
覚
え
る
は
ず
だ
。

　

そ
れ
ら
数
々
の
仕
掛
け
を
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
し
た
の
は
、
エ
ン
ツ
ォ
・
フ
ェ
ラ
ー
リ
を

は
じ
め
と
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ー
や
鉄
道

な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
を
手
掛
け
て
き
た
工
業

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
奥
山
清
行
氏
が
代
表
を
務

め
る
Ｋ
Ｅ
Ｎ 

Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ 

Ｄ
Ｅ
Ｓ

Ｉ
Ｇ
Ｎ
。「
使
い
手
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

上
げ
て
く
れ
る
高
度
な
技
術
に
寄
り
添
う

デ
ザ
イ
ン
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、感
覚
的
に

良
い
と
感
じ
ら
れ
る
品
質
と
質
感
を
追
求

し
た
と
い
う
。そ
の
結
果
生
ま
れ
た
機
能
美

は
、た
だ
そ
こ
に
あ
る
だ
け
で
、誇
り
と
高

揚
感
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

BID-10XR
充電式インパクトドライバー

価格7万1000円

リョービが満を持して今春リリースしたイン
パクトドライバーのフラッグシップモデル。
ゼネラルモーター社のチーフデザイナーやポ
ルシェ社のシニアデザイナーなどを務めた工
業デザイナーの奥山清行氏が代表を務める
KEN OKUYAMA DESIGNとコラボレーシ
ョンし、電動工具の枠を超えた新たなデザイン
を実現。使う、持つ、見るという様々な面から
電動工具のEXTREME（究極）を提案する。

フラッグシップモデルのBID-10XRは、パールホワイト、ゴ
ールドメタリック、パラオグリーンメタリックの3色を用意。

B I D - 10 X RのココがX
究 極

TREME !

ビット周りの影ができない位置に3つの高輝度LED
ライトを内蔵しているので、ビットの先端を明るく照
らすことができる。付属の専用キャリングケースは、
片手で素早く開閉できるワンバックルタイプ。

専用キャリングケースの小物入れケースを外す
と、充電器を入れたまま充電することができる。
大容量電池は47分で充電が完了する。

利 便 性

スーパーゲルシートとソフトグリップ
の2層構造としたグリップ部がネジ締
め時に発生する振動や衝撃を吸収し、
手にかかる負担を軽減してくれる。振
動はリョービの従来モデルに比べ35％
軽減。手にかかる負担が軽くなった分、
安心感が得られ、パフォーマンスが向
上する。高い防塵、防滴性を表すIP56
規格に適合している点も嬉しい。

安 心 感

高 性 能
トルクはスピーディなネジ
締めを実現するクラス最強
の180N・m。ブラシ付モー
ターより機械的損失がない
新開発のブラシレスモータ
ーを採用し、18Vクラス最強
の締付トルクを実現した。高
効率なモーターを採用して
いるので、1充電あたりの
作業量が約2倍にまで向上
している。しかも使用してい
る電池は大容量の6Ahだ。

操 作 性
独自設計の小型ブラシレス
モーターの採用により、狭
いスペースでの作業効率が
向上する18Vクラス最短の
106㎜のショートボディを
実現。親指でストレスなく
操作できるポジションにサ
イドボタンを配置している
ので、スムーズにモード切
換えを行うことができる。
モードは幅広いネジ締め作
業に適応する5パターン。

薬指が当たる中心部分に重
心点を置いた設計なので、
上向き、横向き、下向きな
ど、様々な方向にバランス
良く構えることができる。
ビットを中心にしたシンメ
トリーな形状としているの
で、視覚的な迷いが生じる
こともない。最適なポジシ
ョンを意識することなく握
れ、効率良くネジ締め作業
を行うことができる。

106㎜

リ ョ ー ビ 史 上 最 高 位 モ デ ル が 登 場 ! !
BID-10XR 充電式インパクトドライバー

こ
れ
ま
で
の

電
動
工
具
の
枠
を
超
え
た

新
た
な
一
台
が

E
X
T
R
E
M
E
（
究
極
）

と
い
う
形
で
実
現
！

エクストリーム リョービ

写真／熊谷義久
文／井口 豪
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電動工具
パ ワ ー ツ ー ル

2 はじめに

4 リョービのフラッグシップモデルが新登場

 
 
   Spec ia l  I n te rv iew

  「直感を最高のパフォーマンスで引き出すXRの力」
 　　　　　　　　 奥山 清行 インタビュアー/ジョー スズキ

10 作業服メーカー バートル × リョービ共同開発
 業界に新風を巻き起こすファン付きワークウエア

 エアークラフト
14  【総力特集】

  タレント・ヒロミ×電子芝刈機、バリカン   16
  大工×電子丸ノコ   20
  クルマ磨き職人×ポリッシャー   22
  家具職人×サンダー、トリマー   26
  木工教室講師×パワーツール   28
  橋梁塗装職人×パワーミキサー   30
  リフォーム建築職人×小型レシプロソー   34
  立花食堂×18Vシリーズ   36
  福山市立動物園×高圧洗浄機、耕うん機、刈払機   38
  デニム加工職人×刃研ぎグラインダー   42
  ログビルダー×チェンソー   44

   リョービの銘機   

 電子丸ノコ   24
 小型レシプロソー   32
 電子芝刈機   40
 ブロワバキューム   46

48 庭仕事ならリョービのガーデンツールにおまかせ!

50 広島・府中の本社は技術力の塊だった

 「リョービ」というモノづくり
 開発・製造・販売の視点からリョービのモノづくりを探る

66 世界で活躍するリョービ
68 読者プレゼント

� 【特集】
 リョービのエントリーモデル「マイシリーズ」でつくる!
 人気DIYブロガー・KumeMariさんの

 暮らしのDIY
  コーヒーテーブル   �
  本棚   �
  工具収納棚   �
  木箱   � �� �
  ウェルカムボード   � �� �

 リョービのエントリーモデル「マイシリーズ」   � �� �
 KumeMariさんに聞くDIYのQ&A  � �� �
 KumeMariさんの自宅拝見   ����

� �� � 編集部オススメのDIYショップ

パワーツール愛用者18人を通じて見えてくるリョービの力

充電式インパクトドライバー
 BID-10XR

工業デザイナー・
Ken Okuyama

裏表紙

C O N T E N T S
ワールド・ムック1142

表紙デザイン ： 東京クリエイティブラボ
表紙写真 ： 藪崎 大（WPP）
DTP ： ベイス

Photo/Dai Yabuzaki(WPP)

エクストリーム リョービ
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01

芝
刈
機
が
ず
っ
と
欲
し
か
っ
た

　

テ
レ
ビ
番
組
で
披
露
す
る
Ｄ
Ｉ
Ｙ
の

腕
前
は
も
は
や
プ
ロ
並
み
。
自
宅
や
ガ
レ

ー
ジ
の
リ
フ
ォ
ー
ム
は
業
者
に
頼
ま
ず

自
分
で
行
う
。「
自
分
の
家
な
ら
失
敗
し
て

も
誰
も
文
句
言
わ
な
い
し
」
と
は
ヒ
ロ
ミ

さ
ん
の
弁
。
生
粋
の
Ｄ
Ｉ
Ｙ
ラ
ヴ
ァ
ー
。

電
動
工
具
は
全
て
自
前
。
工
具
箱
に
は

リ
ョ
ー
ビ
の
パ
ワ
ー
ツ
ー
ル
が
溢
れ
て
い

た
。「
最
初
に
買
っ
た
の
は
丸
ノ
コ
か
イ
ン

パ
ク
ト
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
っ
た
か
な
」。

　

そ
ん
な
リ
ョ
ー
ビ
ユ
ー
ザ
ー
の
ヒ
ロ
ミ

さ
ん
が
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ツ
ー
ル
も
リ
ョ
ー
ビ

を
愛
用
し
て
い
る
、
と
の
話
を
聞
き
お
邪

魔
し
て
み
る
と
…
…
電
子
芝
刈
機
、
充
電

式
バ
リ
カ
ン
、
充
電
式
ポ
ー
ル
バ
リ
カ
ン

で
芝
刈
り
の
最
中
だ
っ
た
。
そ
こ
は
広
い

芝
生
の
庭
が
あ
る
ヒ
ロ
ミ
さ
ん
の
秘
密
基

地
。
月
に
数
回
は
訪
れ
る
そ
う
だ
。

「
こ
こ
に
来
た
ら
ま
ず
芝
刈
り
で
一
日
が

始
ま
る
。
夏
場
は
特
に
の
び
放
題
だ
か
ら
」。

ま
ず
最
初
に
電
子
芝
刈
機
Ｌ
Ｍ-

2
8
1
0

で
庭
全
体
の
芝
を
刈
る
。ハ
サ
ミ
の
様
に
シ

ャ
ー
プ
に
芝
を
カ
ッ
ト
す
る
リ
ー
ル
式
の

本
体
は
、
芝
の
高
さ
が
調
節
で
き
る
上
、
刃

研
ぎ
も
行
っ
て
く
れ
る
。「
す
い
す
い
切
れ

る
感
覚
が
い
い
」
と
ヒ
ロ
ミ
さ
ん
。
芝
を
刈

る
だ
け
で
な
く
、
成
長
を
助
け
る
「
サ
ッ
チ

ン
グ
」機
能
は
取
材
時
に
初
め
て
知
り
早
速

試
し
て
み
る
。芝
生
に
堆
積
し
た
古
い
葉
な

ど
の
刈
り
カ
ス
を
取
り
除
く
こ
と
で
、
キ
レ

イ
な
芝
が
生
え
る
の
だ
。

キ
ワ
刈
り
ガ
イ
ド
が
イ
イ
！

　

電
子
芝
刈
機
で
刈
り
取
っ
た
後
は
、
充

電
式
バ
リ
カ
ン
Ｂ
Ｂ-

1
8
0
0
で
隅
々

の
残
っ
た
芝
を
刈
り
取
る
。
ヒ
ロ
ミ
さ
ん

が
作
っ
た
庭
に
は
、
オ
シ
ャ
レ
な
水
道
や

道
具
収
納
箱
、
レ
ン
ガ
で
つ
く
っ
た
ベ
ン

チ
テ
ー
ブ
ル
な
ど
、
芝
刈
り
時
の
〝
障
害

物
〞が
い
く
つ
か
あ
る
。
収
納
箱
も
レ
ン
ガ

も
、
バ
リ
カ
ン
の
刃
も
傷
つ
け
た
く
な
い
。

「
こ
の
黄
色
い
ガ
ー
ド
が
ど
ち
ら
も
守
っ

て
く
れ
る
ん
だ
」。
そ
れ
が
「
キ
ワ
刈
り
ガ

イ
ド
」
だ
。
壁
際
の
芝
を
刃
に
寄
せ
て
刈

り
取
る
こ
と
が
で
き
る
。「
バ
リ
カ
ン
っ
て

名
前
も
面
白
い
。
切
れ
味
が
い
い
か
ら
床

屋
の
気
分
（
笑
）」
と
話
し
な
が
ら
着
々
と

作
業
を
進
め
る
。
腰
を
落
と
す
姿
勢
に
疲

れ
た
ら
ポ
ー
ル
を
装
着
し
た
ポ
ー
ル
バ
リ

カ
ン
Ｂ
Ｐ
Ｂ-

1
8
0
0
に
切
り
替
え
ら

れ
る
の
も
お
気
に
入
り
だ
。

　

芝
生
の
お
手
入
れ
は
面
倒
と
い
う
人
が

多
い
中
、ヒ
ロ
ミ
さ
ん
は
楽
し
ん
で
い
る
よ

う
に
見
え
た
。そ
れ
は
道
具
が
便
利
で
使
い

や
す
い
か
ら
か
、そ
れ
と
も
自
分
で
作
っ
た

庭
に
愛
着
が
あ
る
か
ら
か
。い
ず
れ
に
し
て

も
ヒ
ロ
ミ
さ
ん
の
庭
は
い
つ
も
キ
レ
イ
に

手
入
れ
さ
れ
て
い
る
。

タレント

ヒ
ロ
ミ
さ
ん

芝
刈
機
っ
て
こ
ん
な
に
静
か
だ
っ
け
？

芝
生
が
き
れ
い
に
な
る
っ
て
気
持
ち
い
い

ヒロミさん愛用のパワーツールにはテレビ
番組でお馴染み「八王子リホーム」シール
が貼られる。工具箱には自身で買い集めた
リョービのプロ用モデルがいっぱいだ。

ハンドルの高さ調節が簡単にでき、
長時間の作業も疲れにくい。「軽く
て運転もスムーズにできるね」

写真上／芝生に堆積した古い葉や根を
「サッチング」（取り除く）する専用アクセ
サリーで芝の成長を助けてくれる。写真下
／レバーを切り替えるだけで簡単に刃研
ぎができる。写真左／24ℓ大容量グラスキ
ャッチャで作業中の芝捨てがラクラク。

1965年2月13日生まれ。タ
レント活動かたわらトレー
ニングジムを経営。趣味は
多種にわたりトライアスロ
ン、スカイダイビング、バイ
クなどいずれもプロ並みの
腕前。自身の何気ない日々
を綴ったブログが人気。
http://ameblo.jp/hiromi515/

ヒロミ

方
向
転
換
も

簡
単
！

電
子
芝
刈
機

充
電
式
バ
リ
カ
ン
・
充
電
式
ポ
ー
ル
バ
リ
カ
ン

充充
電
式
バ
リ
カ
ン

充

〈
芝
生
の
お
手
入
れ
〉
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02

完
璧
に
確
立
さ
れ
て
い
る
。ま
ず
使
わ
な
い

端
材
を
組
み
立
て
て
台
を
作
り
、そ
の
上
に

丸
ノ
コ
の
刃
が
通
る
切
り
込
み
を
入
れ
る
。

丸
ノ
コ
専
用
の
台
を
作
る
の
だ
。そ
こ
で
使

う
丸
ノ
コ
に
も
強
い
こ
だ
わ
り
が
あ
る
。愛

用
し
て
い
る
4
台
の
丸
ノ
コ
は
す
べ
て

リ
ョ
ー
ビ
。10
年
前
に
購
入
し
た
造
作
丸
ノ

コ
Ｄ
Ｗ-

1
9
0
も
い
ま
だ
に
現
役
だ
。

「
リ
ョ
ー
ビ
の
丸
ノ
コ
は
、
切
る
、
持
つ
、

置
く
…
…
。
ど
ん
な
作
業
に
お
い
て
も
バ

ラ
ン
ス
が
い
い
。
大
工
仲
間
も
『
丸
ノ
コ

は
リ
ョ
ー
ビ
』
っ
て
言
い
ま
す
ね
」

　

そ
の
背
中
を
見
て
育
っ
た
二
人
の
息
子

さ
ん
も
、
建
築
関
係
の
仕
事
就
い
て
い
る
。

そ
し
て
、
リ
ョ
ー
ビ
の
パ
ワ
ー
ツ
ー
ル
に

厚
い
信
頼
を
寄
せ
て
い
る
と
い
う
。

に
近
い
か
ら
、
安
定
性
が
高
く
バ
ラ
ン
ス

が
い
い
で
す
ね
」

　

も
っ
と
も
出
番
が
多
い
丸
ノ
コ
は
Ｗ-

6
6
3
Ｅ
Ｄ
。
丸
ノ
コ
を
使
う
時
は
神

経
を
集
中
さ
せ
る
の
で
、
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
な
い
安
心
で
き
る
モ
ノ
が
い
い
と

い
う
。

「
電
子
制
御
、
重
心
の
安
定
感
、
ワ
ン
タ

ッ
チ
で
操
作
で
き
る
深
さ
調
節
、
切
粉
が

後
に
排
出
さ
れ
る
な
ど
Ｗ-

6
6
3
Ｅ
Ｄ

の
様
々
な
点
が
気
に
入
っ
て
い
ま
す
」

　

こ
の
Ｗ-

6
6
3
Ｅ
Ｄ
は
5
台
目
の
丸

ノ
コ
に
あ
た
り
、
他
に
も
常
に
3
台
を
使

い
分
け
て
い
る
。そ
の
す
べ
て
が
リ
ョ
ー
ビ

だ
。
慎
司
さ
ん
の
大
工
人
生
を
こ
れ
か
ら

も
支
え
て
い
く
だ
ろ
う
。

親
子
鷹
が
絶
大
な
信
頼
を
寄
せ
る

リ
ョ
ー
ビ
の
パ
ワ
ー
ツ
ー
ル

安
心
で
き
る
モ
ノ
を
使
い
た
い
か
ら

や
っ
ぱ
り
パ
ワ
ー
ツ
ー
ル
は
リ
ョ
ー
ビ

初
め
て
使
っ
た
約
20
年
前
か
ら

丸
ノ
コ
は
ず
っ
と
リ
ョ
ー
ビ

　

大
工
歴
45
年
。
広
島
県
福
山
市
を
中
心

に
住
宅
建
築
に
携
わ
っ
て
き
た
藤
上
憲
治

さ
ん
は
、
い
ま
な
お
第
一
線
で
活
躍
を
続

け
る
ベ
テ
ラ
ン
大
工
だ
。
初
め
て
現
場
に

入
っ
た
の
は
中
学
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
。

当
初
は
道
具
に
触
ら
せ
て
も
ら
え
ず
、
掃

除
や
後
片
付
け
ば
か
り
だ
っ
た
と
い
う
。

「
先
輩
の
職
人
が
と
に
か
く
怖
か
っ
た
。

掃
除
や
後
片
付
け
に
落
ち
度
が
あ
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
怒
号
が
飛
ん
で
き
ま
し
た
ね
」

　

そ
の
た
め
か
、
い
ま
も
仕
事
場
は
整
理

整
頓
が
行
き
届
い
て
い
な
い
と
落
ち
着
か

な
い
。
道
具
は
一
カ
所
に
ま
と
め
、
足
元

に
不
要
な
物
を
置
く
こ
と
は
な
い
。

　

現
場
に
入
っ
た
後
の
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
も

丸
ノ
コ
も
他
の
電
動
工
具
も

基
本
的
に
リ
ョ
ー
ビ

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
モ
ノ
作
り
が
好
き

だ
っ
た
藤
上
慎
司
さ
ん
は
、
父
親
の
後

を
追
う
よ
う
に
大
工
の
世
界
に
身
を
投

じ
た
。
個
人
で
仕
事
を
請
け
る
の
で

同
じ
現
場
に
入
る
こ
と
は
な
い
が
、
父

親
の
憲
治
さ
ん
が
使
っ
て
い
る
道
具
は

気
に
な
る
そ
う
だ
。
そ
れ
が
影
響
し
た

の
か
、
い
つ
し
か
同
じ
丸
ノ
コ
を
使
っ

て
い
た
。
そ
の
丸
ノ
コ
は
も
ち
ろ
ん

リ
ョ
ー
ビ
だ
。
し
か
も
、憲
治
さ
ん
と
ほ

ぼ
同
じ
感
想
を
持
っ
て
い
る
。

「
や
っ
ぱ
り
丸
ノ
コ
は
リ
ョ
ー
ビ
で
す
。

例
え
ば
丸
ノ
コ
は
重
心
と
刃
が
ハ
ン
ド
ル

電子丸ノコ
〈木材の切断〉

大 工

年間7棟前後の建築を手掛ける憲治さん。取材時は福山郊外の2×4住
宅を担当。写真右の奥で話をしているのは、リョービのパワーツールのデ
ザイナー。改善点や要望など、現場の声を聞きに来ることもあるという。

W-663EDなど、4台の
リョービの丸ノコを愛用。
仕上げ材に使う材木の切
断には表面を傷つけない
ように新しい丸ノコを使
用するなど、4台を使い
分けている。

建築現場とは思えないほど
きれいな憲治さんの仕事場。
切粉が飛散しないように、
丸ノコに集じん機をつなげ
て使うこともできる。

電子丸ノコ
W-663ED

定盤の裏のスライドシートはシー
トのない定盤に比べ、滑り抵抗を
60％低減。滑らかな動きが実現す
る上、切断時のキズ防止効果も高
い。パワフルな電子制御を備えて
いるので、立ち上がりも滑らかで、
墨線の合わせも簡単にできる。負
荷をかけた際の回転数の落ち込
みも抑えられる。

行きつけの工具店で情報収集したり、大工仲間から借りて試し
たり、道具選びに関するアンテナを常に張っている慎司さん。一
番使用する機会が多いリョービの丸ノコはトータルバランスに
優れているので、ストレスなく作業することができるという。価格3万8300円

大工愛用のパワーツール

藤上憲治
中学校を卒業してから大工
一筋の職人。愛車のハイエ
ースも使いやすいように自
分でカスタムしている。収
納棚が取り付けられたハイ
エースの車内も、きれいに
整理されている。右ページ
で紹介する慎司さんは次男。

藤上慎司
大工歴15年になる35歳。職
人特有の気難しさはまった
くなく、腕の良さに定評が
あるので、多方面から注文
の依頼が入るというのも納
得できる。右ページでご登
場いただいた父親の賢治さ
んとは、道具の貸し借りを
することもあるという。
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01リョービの
銘機

人々の記憶に残る

深
切
り
丸
ノ
コ
の
先
駆
け

　

円
形
の
ノ
コ
刃
を
動
力
で
回
転
さ
せ
、

木
材
を
切
断
す
る
丸
ノ
コ
は
、
便
利
だ
が

非
常
に
大
き
な
出
力
の
動
力
を
必
要
と
し

た
。
ウ
ォ
ー
ム
歯
車
を
利
用
し
、
小
さ
な

モ
ー
タ
ー
で
も
回
せ
る
「
携
帯
で
き
る
サ

イ
ズ
の
丸
ノ
コ
」
が
登
場
し
た
の
は
、
1

9
2
4
年
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
か
ら
1
0
0
年
に
も
及
ぶ
歳
月
を

通
し
て
、
丸
ノ
コ
の
進
化
の
歴
史
が
刻
ま

れ
て
き
た
こ
と
に
な
る
。
近
年
で
い
え
ば
、

厚
い
木
材
や
硬
い
木
材
の
切
断
時
に
丸
ノ

コ
の
回
転
数
が
落
ち
、
切
断
面
が
キ
レ
イ

に
な
ら
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
を
防
ぐ
た
め
、

ノ
コ
刃
の
回
転
数
を
電
子
制
御
す
る
電
子

丸
ノ
コ
が
開
発
さ
れ
た
と
い
う
の
も
、
そ

の
進
化
の
歴
史
の
ひ
と
つ
に
挙
げ
ら
れ
る

か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
て
、
2
0
0
6
年
に
発
売
さ
れ
た

リ
ョ
ー
ビ
の
電
子
丸
ノ
コ
Ｗ-

5
7
0
Ｅ
Ｄ

／
Ｗ-

6
6
0
Ｅ
Ｄ
の
革
新
性
は
、
こ
の
ノ

コ
刃
回
転
数
の
電
子
制
御
と
い
う
だ
け
で

は
な
い
。「
深
切
り
タ
イ
プ
」
丸
ノ
コ
の
登

場
と
い
う
意
味
で
の
革
新
性
で
あ
る
。現
在
、

深
切
り
タ
イ
プ
が
電
子
丸
ノ
コ
の
主
流
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、そ

の
先
駆
性
、
革
新
性
の
高
さ
は
特
筆
す
べ

き
も
の
が
あ
る
。
こ
の
電
子
丸
ノ
コ
は
、ノ

コ
刃
を
回
転
さ
せ
る
ギ
ヤ
部
分
に
中
間
ギ

ヤ
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、最
終
的
に
ノ

コ
刃
を
回
転
さ
せ
る
フ
ァ
イ
ナ
ル
ギ
ヤ
の

位
置
を
下
げ
、
従
来
よ
り
も
深
い
切
り
込

み
を
可
能
に
し
た
。
具
体
的
に
は
、ノ
コ
刃

外
径
1
4
7
㎜
の
Ｗ-

5
7
0
Ｅ
Ｄ
で
は
従

来
の
ノ
コ
刃
外
径
1
6
5
㎜
モ
デ
ル
と
同

じ
最
大
切
込
み
深
さ
57
㎜
。ノ
コ
刃
外
径
1

6
5
㎜
の
Ｗ-

6
6
0
Ｅ
Ｄ
で
は
従
来
の
ノ

コ
刃
外
径
1
9
0
㎜
モ
デ
ル
と
同
じ
最
大

切
込
み
深
さ
66
㎜
を
実
現
。
そ
れ
は
す
な

わ
ち
、ノ
コ
刃
径
を
ワ
ン
サ
イ
ズ
ダ
ウ
ン
さ

せ
て
も
切
込
み
深
さ
を
同
じ
に
保
て
る
こ

と
を
、リ
ョ
ー
ビ
が
業
界
で
初
め
て
実
現
さ

せ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
電
子
丸
ノ
コ
が
銘
機
と
呼
ば
れ
る

理
由
は
、
独
自
の
ト
ー
タ
ル
バ
ラ
ン
ス
に

も
あ
る
。
ス
ラ
イ
ド
面
に
対
し
て
モ
ー
タ

ー
を
35
度
傾
斜
さ
せ
る
こ
と
で
本
体
の
重

心
と
ハ
ン
ド
ル
が
近
づ
き
、
大
き
く
操
作

性
を
向
上
さ
せ
た
こ
の
構
造
は
特
許
も
取

得
し
た
。
よ
り
使
い
や
す
さ
を
求
め
て
着

実
に
進
化
を
続
け
て
、
4
代
目
と
な
る
現

行
モ
デ
ル
は
、
2
0
1
4
年
の
グ
ッ
ド
デ

ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

パワーツールの絶対的エース

電子丸ノコ
インパクトドライバーなどと並んで電動工具の代表格とも言われる丸ノコ。
その長い進化の歴史の中でもこの電子丸ノコの影響力は特大モノだ。

写真／藪崎 大（WPP）　文／吉野文敏

1ワンタッチで素早く切り込みの深さを調節

できる。2切粉は作業の邪魔にならないよう

に斜め後ろ方向に排出。3木材の表面を傷つ

けず、滑りのいいスライドシートを採用。

4モーターを35度傾けてバランスを向上させ、

操作性も向上。5薄暗い場所でも墨線をしっ

かり確認できるLEDライト付き。

123

45
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1981

パワーツールの銘機を中心に！ リョービの年表

H I S T O R Y  O F  P O W E R  T O O L S  
で
製
造
す
る
鋳
造
技
術
（
製
品
）
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、車
の
ボ
ン
ネ
ッ
ト
の
下
に
あ
る

複
雑
な
形
状
の
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ケ

ー
ス
や
シ
リ
ン
ダ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
も
ダ

イ
カ
ス
ト
。
実
は
、リ
ョ
ー
ビ
は
国
内
外
の

自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
3
0
0
車
種
以
上
2

5
0
0
点
に
及
ぶ
部
品
を
供
給
し
て
い
る

世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ダ
イ
カ
ス
ト
メ
ー

カ
ー
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、業
界
で
は
世

界
に
名
だ
た
る
ト
ッ
プ
企
業
な
の
だ
が
、そ

の
事
実
を
私
た
ち
の
多
く
は
知
ら
な
い
。ダ

イ
カ
ス
ト
は
自
動
車
以
外
に
も
家
電
や
Ｏ

Ａ
機
器
・
産
業
機
械
…
等
々
、
日
常
生
活
に

関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
使
わ
れ
て
お

挑
戦
と
開
発
の
も
の
づ
く
り

　

私
た
ち
の
多
く
は『
リ
ョ
ー
ビ
』と
い
う

会
社
を
、プ
ロ
か
ら
Ｄ
Ｉ
Ｙ
好
き
ま
で
多
く

の
人
が
使
っ
て
い
る
電
動
工
具
の
メ
ー
カ

ー
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
し
か
し
、そ
れ
は

リ
ョ
ー
ビ
と
い
う
企
業
の
一
側
面
に
過
ぎ

な
い
。
創
業
は
1
9
4
3
年
（
昭
和
18
年
）。

ダ
イ
カ
ス
ト
製
品
の
製
造
販
売
を
業
務
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。そ
の
ダ
イ
カ
ス
ト
は

現
在
も
リ
ョ
ー
ビ
の
中
核
事
業
で
あ
る
。

「
ダ
イ
カ
ス
ト
」
と
は
聞
き
慣
れ
な
い
こ
と

ば
だ
が
、金
型
に
溶
か
し
た
ア
ル
ミ
を
流
し

入
れ
、精
度
の
高
い
ア
ル
ミ
鋳
物
を
短
時
間

り
、実
は
私
た
ち
も
ダ
イ
カ
ス
ト
を
通
し
て

の
リ
ョ
ー
ビ
ユ
ー
ザ
ー
な
の
で
あ
る
。リ
ョ

ー
ビ
本
社
の
玄
関
ロ
ビ
ー
に
は
、自
慢
の
ダ

イ
カ
ス
ト
製
品
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、そ
の

精
巧
で
緻
密
、
繊
細
な
仕
上
が
り
に
は
驚

か
さ
れ
る
ば
か
り
だ
。
創
業
者
が
故
郷
の

古
い
醤
油
蔵
を
借
り
た
工
場
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
と
い
う
「
菱
備
製
作
所
」
が
、世
界

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ダ
イ
カ
ス
ト
メ
ー
カ
ー・

リ
ョ
ー
ビ
に
至
る
ま
で
に
繰
り
返
し
て
き

た
挑
戦
と
開
発
の
成
果
が
そ
こ
に
あ
る
。そ

こ
で
育
ま
れ
た
高
レ
ベ
ル
の
技
術
を
活
か

し
て
、リ
ョ
ー
ビ
は
現
在
、
ダ
イ
カ
ス
ト
の

ほ
か
に
、電
動
工
具
な
ど
の
パ
ワ
ー
ツ
ー
ル
、

ド
ア
ク
ロ
ー
ザ
に
代
表
さ
れ
る
建
築
用
品
、

高
性
能・多
機
能
の
印
刷
機
器
と
い
う
4
つ

の
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。パ
ワ
ー
ツ
ー
ル

事
業
で
は
、私
た
ち
に
な
じ
み
の
深
い
電
動

工
具
の
他
、芝
刈
機
や
ヘ
ッ
ジ
ト
リ
マ
ー
な

ど
の
ガ
ー
デ
ン
機
器
、風
で
ゴ
ミ
を
払
う
ブ

ロ
ワ
ー
や
高
圧
洗
浄
機
な
ど
の
清
掃
機
器

も
製
造
販
売
し
て
い
る
。パ
ワ
ー
ツ
ー
ル
事

業
は
、1
9
6
8
年
に
ス
タ
ー
ト
。
既
に
大

き
く
市
場
を
占
め
て
い
た
大
手
2
社
に
挑

む
カ
タ
チ
で
の
ス
タ
ー
ト
は
、1
台
の
電
気

カ
ン
ナ
か
ら
。
以
降
、
小
型
化
・
卓
上
化
・

電
子
制
御
化
な
ど
、特
徴
あ
る
「
業
界
初
」

を
生
み
出
し
な
が
ら
開
発
と
挑
戦
を
続
け

て
い
る
（
※
右
頁
の
年
表
参
照
）。

　

現
在
、
電
動
工
具
だ
け
を
見
て
も
、
締

め
付
け
や
穴
あ
け
の
ド
リ
ル
類
、
丸
ノ
コ

や
手
持
ち
の
レ
シ
プ
ロ
ソ
ー
な
ど
の
ノ
コ

類
、
研
磨
・
研
削
の
サ
ン
ダ
類
、
あ
る
い

は
カ
ン
ナ
類
な
ど
、
そ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は

多
岐
に
わ
た
る
。
玄
関
ロ
ビ
ー
に
は
、
ダ

イ
カ
ス
ト
製
品
と
共
に
リ
ョ
ー
ビ
の
パ
ワ

ー
ツ
ー
ル
も
誇
ら
し
げ
に
並
ん
で
い
る
。

そ
れ
は
「
リ
ョ
ー
ビ
」
と
い
う
名
の
「
モ

ノ
づ
く
り
」
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
誇
り
で

あ
り
、「
挑
戦
」
と
い
う
名
の
「
リ
ョ
ー
ビ

の
モ
ノ
づ
く
り
」
を
継
承
し
て
い
く
誇
り

で
も
あ
る
。

2006

2007

1986

「小型レシプロソー RJK-120」発売。
独自のリアモーター設計で、バラン
スが良く、操作性が高く、「手ノコ感
覚で使用できるレシプロソー」とし
て、プロから高い支持を受けている。

木材にホゾ穴をあける「大入れ加工
機　DR-100」を開発・発売。それ
まで手作業でしかできなかった複雑
な形状のホゾ穴あけを可能にして、
作業現場で大いに威力を発揮し、ヒ
ット商品となった。

深切りタイプの丸ノコ
「電子丸ノコ W-570ED
/W-660ED」を発売。現
在、業界の主流となって
いる深切りタイプの丸ノ
コの先駆けとなる。現在
も4代目モデルが高い評
価を誇る。

1984
内装材加工用の自動カンナが100㎏
超の大型機械しかなかった時代に、
約1/4ほどに軽量化した「小型自動
カンナ AP-10」を発売。現在も
「AP-10N」として受け継がれている。

世界で初めて、ベンチトップ（卓上
タイプ）の電動工具シリーズとして
「ラジアルアームソー　RA-200」を
発売 1987年には同シリーズとして
「卓上切断機 TS-200」を発売。

COMPANY DATA
（2016年12月31日現在）

リョービ株式会社　RYOBI LIMITED
社名

1943年（昭和18年）12月16日
創立年月日

リョービ 1,739人／リョービグループ 8,926人
社員数

ダイカスト製品、
パワーツール（電動工具、ガーデン機器等）、
建築用品（ドアクローザ、ヒンジ、建築金物等）、
印刷機器（オフセット印刷機、印刷周辺機器等）

主要商品

2018年には創業75周年を迎える
本社正門のすぐそばに
は、リョービ創業70周
年を記念して製作され
たモニュメントが建っ
ており、その全面に全
社員の思いが刻印され
ている。一人ひとり異
なる手書き仕様で、さ
まざま筆跡とともに
リョービ社員としての
誇りがうかがえる。

本社ロビーでは代表作がお出迎え
本社玄関を入ると、受付横に広がるロビーに
はダイカストや電動工具などがズラリと並ぶ。

「
リ
ョ
ー
ビ
」

と

い

う

そ
こ
は
技
術
の
塊
だ
っ
た

広
島
県
府
中
市
の
本
社
訪
問
!

モ
ノ
づ
く
り

中
国
山
地
の
柔
ら
か
な
稜
線
を
背
景
に
赤
い
R
Y
O
B
I
の
文
字
が
映
え
る
。

広
島
県
府
中
市
、電
動
工
具
メ
ー
カ
ー「
リ
ョ
ー
ビ
」の
本
社
は

電
動
工
具
だ
け
で
は
な
い「
モ
ノ
づ
く
り
」の
総
本
山
な
の
で
あ
る
。

写
真
／
藪
崎 

大（
Ｗ
Ｐ
Ｐ
）　

文
／
吉
野
文
敏

1943 株式会社菱備製作所を設立。
工場を広島県芦品郡岩谷村大字目崎
（現広島県府中市目崎）に設け、翌年２月より
航空機のダイカスト部品の製造を開始

1947 株式会社安川電機製作所（現安川電機株式会社）、
東洋工業株式会社（現マツダ株式会社）、三菱重
工株式会社（長崎・広島）、三菱電機株式会社（福
岡）など大手企業との取引を開始

1961 国内最大（当時）1200tの鋳造機を設置
オフセット印刷機の製造を開始

1963 ドアクローザーの製造販売を開始

1968 株式会社東和電器と業務提携。
パワーツール事業がスタート。
電動工具の製造を開始。

1973 社名を「リョービ株式会社」に変更

1978 電動工具の国内ブランド名「リョービ東和」を
「リョービ」に変更

1979 業界初の電子制御付きの変速ドリルを発売。
他社に先駆けて電動工具のエレクトロニクス化
に取り組む

1980 片手で握れる縦型「ミニトリマー TR-30」発売

1981「カマアリホゾ取機 HW-151」
「大入れ加工機 DR-100」発売

1984「小型自動カンナ AP-10」発売

1986「ラジアルアームソー RA-200」発売

1987 世界で初めてベンチトップ（卓上タイプ）ツールを
導入。「卓上切断機 TS-200」発売

1988 リョービ東和株式会社を
「リョービ販売株式会社」に社名変更

1990 ジャパンDIYショー'90で「マイドリルMD-10」
「マイドリルMD-10V」がロングセラー賞受賞

1994 中国に電動工具と建築用品の製造会社・良明（大連）机
器有限公司（現利優比（大連）机器有限公司）を設立

2000「電子シングルアクションポリッシャー
  PE-2100」発売

2001 業界最小の外径145㎜の刃物を装着した
「丸ノコ W-145D」発売

2006 他社に先駆けて深切りタイプの丸ノコ
「電子丸ノコ W-570ED/660ED」発売

2007「小型レシプロソー RJK-120」発売

…

2017年現在、電動工具、ガーデン機器、清掃機器の約772
種類のパワーツールを展開中
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２×４材を重ねてつくる
切って留めるだけの手軽さ

【コーヒーテーブル】

2×4材とコンパネにアンティークワックスを、
テーブルの脚にアイアン塗料を塗って乾かす

2×4材に木工用ボンドを塗って10本重ね、治具で固定。
完全に硬化したら角をネジで留める

❷の2×4材にコンパネを敷きネジで固定する

コンパネ側の四隅にテーブルの脚をネジで固定する

木材の角にサンダーをかけて風合いを出す

1

2

3

4

5

作り方材料

コ
ン
パ
ネ
に
2
×
4
材
を
ネ
ジ
で
固
定
す
る
際
は
、

四
隅
か
ら
中
央
へ
向
か
っ
て
い
く
形
で
進
め
て
い
く
。

脚
の
固
定
は
ま
っ
す
ぐ
立
つ
よ
う
に
調
整
す
る
。

テ
ー
ブ
ル
の
表
面
や
角
を
仕
上
げ
る
と
き
は
、
電
動
式

ヤ
ス
リ「
サ
ン
ダ
ー
」を
フ
ル
活
用
。「〝
サ
ン
ダ
ー
〞は

い
ち
い
ち
、
い
い
仕
事
を
し
て
く
れ
る
！
」
と
太
鼓
判
。

ス
テ
ン
シ
ル
装
飾
を
し
て
完
成
。
マ
ス
キ
ン
グ
し
な
が

ら
、
筆
で
ト
ン
ト
ン
叩
く
よ
う
に
塗
っ
て
い
く
と
、
抜

い
た
文
字
の
表
面
が
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
調
に
仕
上
が
る
。

テーブルの表面になる10本の2×4材それぞれの角をしっかりそろえて重ねる。接着に使う木工用ボン
ドも気持ち多めに。治具で固定しボンドが完全に硬化してからベースとなるコンパネにネジで固定する。

存
在
感
の
あ
る
ス
チ
ー
ル
製
の
脚
を
使
用
。粘

度
の
高
い
ア
イ
ア
ン
塗
料
を
ス
チ
ー
ル
の
上

か
ら
叩
く
よ
う
に
し
て
塗
る
と
、表
面
が
ゴ
ツ

ゴ
ツ
し
た
味
の
あ
る
ア
イ
ア
ン
感
が
出
る
。

アメリカの「2×4工法」に使われる木
材のこと。建物を壁や床などの面で支え
る構造で、その面をつくりだす枠組みに
用いられるのが「2×4材」。木口の厚さ
2インチ、幅4インチが名前の由来。規
格化されているためコストが安く、DIY
用に加工しやすいのが特長。

2×4材ってなに?

DIYでは長さ、厚さの異なる
木材を組み合わせることも多
いので、パーツを固定するネ
ジも数種類の長さ、太さのタ
イプを用意しておくと作業が
スムースに進む。

長さ・太さ違いのネジが
複数あればベスト

直線切りで正確さを誇る丸ノコだが、
安全に使うコツは、クランプでしっか
り板を固定し、ゆっくり真っすぐに切
ること。その際、必要以上に本体を押
しつけないよう注意。切断する延長線
上に立たないこと。

正しく使えば怖くない!

丸ノコを安全に
使うには？

• コンクリート用型枠合板（コンパネ）　900×380㎜   1枚　
• 2×4材　900㎜×89㎜×38㎜（厚み）   10枚
• テーブルの脚　好みの長さ（今回はスチール製400㎜を使用）   4本

• アイアン塗料　• アンティークワックス　• ステンシル型&塗料（またはスプレー）

木の温かみにあふれたコーヒーテーブルは、リビングのなかでも優しさを感
じさせるいい存在感。脚を黒にしたことで、空間にメリハリを与える効果も。

上手に作るコツ

D I Y

��

コンパネ

2×4材

����
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